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１ 町田市学力向上推進プランの構想図 

 

今日的な教育課題 

教育目標 ○夢や志をもち、未来を切り開く町田っ子を育てる 

     ○生涯にわたって自ら学び、互いに支え合うことができる地域社会を築く 

保護者・地域の願い 

 

目ざす子ども像 

○自ら課題を見付け、課題解決の方法を工夫しながら意欲的に学ぶ子ども 

○他者と意見の共有や対話を行い、学びを広げたり深めたりすることのできる子ども 

学力調査からみた実態 

授業の実態 日常生活及び学習の実態 

【町田市の取組】 

Ⅰ「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

Ⅱ ＩＣＴ教育の推進 

Ⅲ 英語教育の推進 

Ⅳ 研究指定校   

Ⅴ 学校・家庭・地域と連携した取組 

○児童・生徒自身が他者と関わりながら、試行錯誤して課題を解決する授業の創造 

○ＩＣＴをツールとした授業モデルの創造 

○英語によるコミュケーション力を育成する言語活動を中心とした外国語の授業の創造 

町田市教育委員会が直面する課題 

児童・生徒、教師の実態 

主体的・対話的で深い学びの実現 

目ざす授業像 

○学習した内容を生かし、他者と交流しながら課題を解決したことを実感させる授業 

○教科等の特性及び指導内容を踏まえ、効果的にＩＣＴを活用した授業 

価値ある対話の共有 見通しをもたせる導入 

振り返りの設定 ＩＣＴの活用 

授業をデザインする８つの取組の重点化 
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１ 「全国学力・学習状況調査」の結果（２０１９年度と２０２１年度との比較） 

※「全国学力・学習状況調査」は、２０１９年度から主として「知識」に関するＡ問題と、主として「活用」 

 に関するＢ問題を一体的に問う形式に変更となっている。 

※「児童・生徒の学力向上を図るための調査」は、２０２１年度から質問紙調査のみ実施となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 町田市の学力 

Ⅰ 学力調査からみた学力の実態 

 

《 》（ ） 

 平均正答率 

 国語 算数 

 町田市 東京都 全国 町田市 東京都 全国 

２０１９年度 62.0 65.0 63.8 67.0 70.0 66.6 

２０２１年度 64.0 68.0 64.7 71.0 74.0 70.2 

●国語の平均正答率の経年比較   ●算数の平均正答率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

《観点別の平均正答率》

  
国語 算数 

町田市 東京都 全国 町田市 東京都 全国 

知識・技能 
２０１９年度 50.9 55.7 53.5 71.7 75.7 72.4 

２０２１年度 65.2 69.9 68.3 75.3 75.6 71.7 

思考・判断・表現 
２０１９年度 67.4 70.5 69.5 62.9 65.5 62.2 

２０２１年度 63.6 66.4 62.1 66.0 68.3 65.1 

●国語（知識・技能）の平均正答率の経年比較 ●算数（知識・技能）の平均正答率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

●国語（ ）の平均正答率の経年比較 ●算数（ ）の平均正答率の経年比較 

小学校 
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○全国と比較し、小学校の国語の知識・技能（言葉の特徴や使い方に関する事項）の平均正答

率が低い。また、中学校の国語の知識・技能の平均正答率の全国との差が２０１９年度と比

較して 1.7から 0.3に下がっている。 

調査結果 

○

 

今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

●国語の平均正答率の経年比較   ●算数の平均正答率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

《観点別の平均正答率》

  
国語 算数 

町田市 東京都 全国 町田市 東京都 全国 

知識・技能 
２０１９年度 69.4 69.6 67.7 54.9 56.6 54.5 

２０２１年度 75.4 76.1 75.1 70.6 71.9 69.6 

思考・判断・表現 
２０１９年度 74.7 75.7 74.1 51.3 52.8 51.0 

２０２１年度 62.5 63.5 60.5 43.0 44.6 41.1 

●国語（知識・技能）の平均正答率の経年比較 ●数学（知識・技能）の平均正答率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

●国語（ ）の平均正答率の経年比較 ●数学（ ）の平均正答率の経年比較 

 

中学校  

《町田市立中学校の平均正答率と都及び全国との差》（全国と比較して上回っているもの、下回っているもの） 

 平均正答率 

 国語 数学 

 町田市 東京都 全国 町田市 東京都 全国 

２０１９年度 74.0 74.0 72.8 60.0 62.0 59.8 

２０２１年度 66.0 67.0 64.6 59.0 60.0 57.2 
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Ⅱ 授業の実態 

１ 「町田市スタンダード授業改善シート」を活用した調査結果 

 町田市では、２０２１年９月に独自の授業の実態調査「『町田市スタンダード授業改善シート』を活用し 
た調査」を市内小中学校の全教員を対象に実施し、回答結果を分析した。 

○スプレッドシートやスライド、ドキュメント、   ○児童生徒の円滑な学習を促すために、パワーポ 

フォームを活用して、児童生徒の意見の共有や    イントやスライドなどの視覚的な資料を作成し 

集約をしている。                 している。 

２ 「全国学力・学習状況調査」の結果（２０２１年度） 

【児童・生徒質問紙と教科の平均正答率とのクロス集計】 

 

 

○課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考えを受け止めて自分の考えをしっかりと伝えていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができている。 

 

 

 

 

 

当てはまる

14.2%

だいたい当

てはまる

26.3%あまり当て

はまらない

29.3%

当てはまら

ない

30.2%

全体

グラフ  １ 当てはまる 
下部の  ２ どちらかと言えば、当てはまる 
数値の  ３ どちらかと言えば、当てはまらない 
意味   ４ 当てはまらない 

小学校 中学校 

小学校 中学校 

小学校 中学校 

導入 

対話 

振り返り 

当てはまる

36.6%

だいたい当てはまる

36.5%

あまり当て

はまらない

20.3%

当てはまらない

6.6%
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３ 「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果（２０２１年度） 

児童・生徒質問紙 学校質問紙 

 
 
授業では、前の時間までに学習した内容と結び付け 
て考える時間があると思う。 

 

 

 

 

 
 
児童・生徒が前の時間までに学習した内容と本時の学習 
内容とを結び付けて理解を深められるようにしている。 
 

 
 
授業では、他の人と考えを交流しながら課題を解 
決する活動を行っていると思う。 

 

 

 

 

 
 
児童・生徒同士が考えを交流しながら課題を解決 
する活動を取り入れている。 

 

 
 
授業では、自分が理解したことや考えたことを他の
人や先生に説明する時間があると思う。 

 

 

 

 

 
 
児童・生徒が理解したことや考えたことを、他の児
童・生徒や教師に説明する活動を取り入れている。 

 
 
授業では、学習した内容をどのように振り返ったら
よいかを、教えてもらっていると思う。 

 

 

 

 
 
学習した内容を振り返らせる際に、どのように振り
返ったらよいかを具体的に示すようにしている。 

 

○ＩＣＴを全体提示では活用しているが、一人１台端末を活用した授業実践が少ない。 

○既習事項を生かしたり、他者と考えを交流したり、自分の考えを説明したりして課題解決を

することに関連する質問項目において、教員の意識は都と比較して高いが、児童・生徒の意

識は都と比較して低く、肯定的な回答の割合に差がある。 

調査結果 

○授業をデザインする８つの取組の「見通しをもたせるための導入・価値ある対話の共有・振

り返りの設定」を中心とした授業改善を更に推進をする。 

○マスターラーニング（教員向けＩＣＴ活用サイト）の掲載内容及びＩＣＴ活用研修等の研修 

内容の充実及び全教員のＩＣＴを活用した授業力を向上させる。 

今後の方向性 

「見通しをもたせる導入」 

「価値ある対話の共有」 

「価値ある対話の共有」 

「振り返りの設定」 
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Ⅲ 日常生活及び学習の実態 

１ 「全国学力・学習状況調査」の結果（２０２１年度） 

【児童・生徒質問紙と教科の平均正答率とのクロス集計】 

家庭学習 家で自分で計画を立てて勉強しているか。 

 

 

 

読書 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、 1 日当たりどれくらいの時間、読書するか。 

 

 

 

生活習慣 朝食を毎日食べている。 

 

 

 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 

 

 

 

毎日、同じくらいの時刻に起きている。 

 

 

 

普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをするか。 

 

 

 

 

○自分自身で学習の計画を立てて自宅で学習する習慣や睡眠や食事において規則正しい生活習

慣が身に付いている児童・生徒の正答率が高い。 

○スクリーンタイムの短い児童・生徒の正答率が高い。 

調査結果 

○町田市における「家庭学習の手引き」を改訂し、全ての児童・生徒及び保護者への活用を推

進することで、家庭学習や読書活動、ＳＮＳルールの設定への意識啓発を図る。 

今後の方向性 

 グラフ  １ 当てはまる 
下部の  ２ どちらかと言えば、当てはまる 
数値の  ３ どちらかと言えば、当てはまらない 
意味   ４ 当てはまらない 

小学校                         中学校 

校 

小学校                         中学校 

校 

小学校                         中学校 

校 

小学校                         中学校 

校 
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３ 町田市の取組 

Ⅰ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

１ 学力向上推進委員会の設置 

 本市では、「主体的・対話的で深い学び」の実現を目ざした授業改善 

を図り、市全体の学力を向上させるため、学力向上推進委員会を設置し 

ている。 

 これまでに、授業改善の視点となる「授業をデザインする８つの取組」 

の提案、「指導力向上リーフレット」、「『主体的・対話的で深い学び』 

の視点に立った授業実践集」及び「町田市スタンダード授業改善シート」 

を作成してきた。 

全国、東京都及び市独自の調査の結果から明らかになった実態や町田市 

教育委員会研究指定校である鶴川第二小学校、小山ヶ丘小学校、山崎中学 

校、小中一貫ゆくのき学園の研究成果を基に、下記の各取組の視点を改め、 

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業について協議するとともに 

モデル授業を実践し、各校の更なる授業改善に向けて提案していく。 

２ 授業をデザインする８つの取組～各取組の視点～ 

町田市の実態から、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点として、特に「見通しをも

たせる導入・価値ある対話の共有・振り返りの設定・ＩＣＴの活用」を重点とする。 

 
見通しをもたせる導入 

 

発問の工夫 
 

価値ある対話の共有 
 

振り返りの設定 
 

構造的な板書とノート指導 ＩＣＴの活用 

思考ツールの活用 認め合う・学び合う集団の形成 

□児童・生徒に、何を学ぶか、どのように学ぶの

か、見通しをもたせている。 

□学習の流れやめあて、進め方を提示している。 

□児童・生徒の興味・関心を高めている。 

□解決するべき課題を把握させている。 

□知的好奇心をかき立てる発問をしている。 

□多様な考えを引き出す発問をしている。 

□教師が児童・生徒の思考に働きかけるような発問

や、本時のねらいを達成するための発問をしてい

る。 

□一人ひとりの考えを表出させている。 

□教師が児童・生徒の発言を価値付けている。 

□児童・生徒が考えたことを共有している。 

□児童・生徒が本時の学習課題を理解したり、課題

を解決したりしている。 

□本時のめあてを振り返らせている。 

□学習内容をまとめている。 

□自分の言葉で本時の学習について自己評価させて

いる。 

□自分で課題解決の手順に対して振り返ることで次

時の学習の見通しをもたせている。 

□ノートに書かせる内容を指示している。 

□児童・生徒の考えたことをキーワードでまとめて

いる。 

□１時間の学習内容や児童・生徒の思考過程を可視

化している。 

□考えや根拠の違いを視覚的に明らかにしている。 

□導入で課題を提示したり、まとめで学習内容を確

認したりして、一斉学習の場面で活用している。 

□調査活動や思考を深める学習、表現・制作などの

個別学習の場面で活用している。 

□発表や意見交換などの協働学習の場面で活用して

いる。 

□多面的・多角的に捉えさせ、情報を整理・分析さ

せている。 

□比較・検討・分類・統合・関連付けしながら考え

たことを可視化し、操作させている。 
 

□児童・生徒が互いに、認め合ったり、称賛し合っ

たりできるようにしている。 

□児童・生徒が粘り強く課題に取り組めるように、

受容・称賛・励ましの言葉を掛け合っている。 

□教室掲示等、学習環境を整備している。 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業実践 

PLAN 

DO 

CHECK  

ACTION 

授業参観時の他者評価 授業後の自己評価 

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善 

 

 

３ 「町田市スタンダード授業改善シート」の活用 

各学校では、「全国学力・学習状況調査」、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果及び「町田市スタ

ンダード授業改善シート」を活用して明らかになった学力上の課題解決に向け、「授業改善推進プラン」を作成

し、評価・分析・改善を繰り返すことによって年間をとおして授業改善に取り組む。 

 

 

 

授業改善推進プラン 

「町田市スタンダード授業改善シート」 

 

◎見通しをもたせる導入 

○発問の工夫 

◎ＩＣＴの活用 

○思考ツールの活用 

◎価値ある対話の共有 

○構造的な板書とノート指導 

◎振り返りの設定 

○認め合う・学び合う集団の 

形成 
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４ 「町田市スタンダード授業改善シート」の質問項目 

毎学期の自己評価をレーダーチャート図で表すことで、自己の変容を把握し、年度末に成果と課題を明らか

にして次年度につなげることができる。自己申告等での具体的な達成目標の設定及び面接での指導・助言等に

活用することで、組織的に授業実践し、PDCAサイクル化を図ることができる。 
○ 全体を見通した指導計画   力用

フォーム：ＱＲコード） 

 

【１】単元や題材の学習を通して、児童・生徒に身に付けさせる力を明確にした指導計画を作成している。 

【２】個に応じた支援について、あらかじめ検討・準備している。 

○ 見通しをもたせる導入   力用フ

ォーム：ＱＲコード） 

 

【３】一単位時間（本時）のねらいを分かりやすく示している。 

【４】児童・生徒の興味・関心を高め、主体的な学習を促している。 

○ 発問の工夫   力用フォーム：ＱＲ

コード） 

 

【５】児童・生徒の好奇心や学習意欲を促すために発問を工夫している。 

【６】児童・生徒の考えを引き出し、思考を広げるために発問を工夫している。 

○ ＩＣＴの活用   力用フォーム：Ｑ

Ｒコード） 

 

【７】児童・生徒の円滑な学習を促すためにパワーポイントやスライドの視覚的な資料を作成している。 

【８】スプレッドシートやスライド、ドキュメント、フォームを活用して、児童・生徒の意見の共有や集約

をしている。 

○ 思考ツールの活用   力用フォー

ム：ＱＲコード） 

 

【９】児童・生徒の考えを分類、統合、比較、検討し、整理したり関連付けたりしている。 

【10】課題解決に向けて、児童・生徒に多面的・多角的に考えさせている。 

○ 価値ある対話の共有   力用フォ

ーム：ＱＲコード） 

 

【11】目的やテーマを明確にして、話合いをさせている。 

【12】児童・生徒が自分たちで考えたことをまとめたり、解決したりする場面を設定している。 

○ 構造的な板書とノート指導  力用

フォーム：ＱＲコード） 

 

【13】一単位時間の学習内容が明確で、児童・生徒の思考を広げたり深めたりするために板書を工夫してい

る。 

○ 振り返りの設定 

 【14】児童・生徒が「学習のめあて」の達成について、振り返る場面を設定している。 

【15】児童・生徒に次時の学習の見通しをもたせている。 

○ 授業改善に生かす評価  力用フォ

ーム：ＱＲコード） 

 

【16】児童・生徒の資質能力を育むために、単元や題材の学習を通して「いつ」「何を」「どのように」評価

するかを明確にしている。 

【17】個の学習状況を把握し、その場で支援したり、次時の授業を改善したりしている。 

○ 認め合う・学び合う集団の形成  力

用フォーム：ＱＲコード） 

 

【18】児童・生徒に対し、受容・称賛・励まし等の言葉を掛けて、価値付けをしている。 

５ 「授業改善推進プラン」作成の流れ 

（１）授業改善推進プラン全体計画の作成（Ｐｌａｎ） 

授業改善推進プラン全体計画を作成し、新年度に入っ 

   た段階で、児童・生徒の実態に応じて改訂を行う。 

（２）全体計画に基づいた授業改善（Ｄｏ） 

    各学年、各教科等において、計画に基づいて授業改善 

   を推進する。 

（３）全体計画の評価・改善（Ｃｈｅｃｋ） 

    全国学力・学習状況調査や学力向上を図るための調査 

の結果等を受けて、全体計画の評価や改善を行う。 

（４）評価・改善した計画に基づいた授業改善（Ａｃｔｉｏｎ） 

改善した全体計画に基づいて授業改善を推進する。 

 

Plan

Do 

Check

Action
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Ⅱ ＩＣＴ教育の推進 

１ 実態 

２０２１年秋に実施した「児童・生徒のＩＣＴ活用状況調査」、教職員向けの「町田市スタンダード授業

改善シート」を活用した調査から分かったＩＣＴ活用状況は以下の通りである。 

（１）児童・生徒の ICT活用状況 

 

〇主体的、対話的で深い学びにつながる児童・生徒の意見の共有や集約に、タブレット端末が

十分に活用されていない。 

〇学習者用デジタル教科書等、個別最適化をねらったドリルソフトの活用について、活用に差

がある。 

調査結果 

タブレット端末で学習ドリルソフトを使用したり、課題に対して自分で調べたことをスライドやドキュ

メントにまとめたりすることに活用することが多い。一方で端末を使って「友達と学ぶ」ことについて

は、「自分で学ぶ」「考えをまとめ表現する」ことよりも、利用が少ない。 

 また、２０２１年度から小学校５年生以上に１教科ずつ学習者用デジタル教科書を導入した。導入さ

れた学習者用デジタル教科書については、２０％程度の利用と活用が進んでいない状況が分かった。 

 

（２）教職員のＩＣＴ活用状況 

 「ICT機器の活用」に関連した質問項目は、以下の２項目である。 

 
①  児童・生徒の円滑な学習を促すために、パワーポイントやスライドなどの視覚的な資料を作成している。 

②  スプレッドシートやスライド、ドキュメント、フォームを活用して、児童・生徒の意見の共有や集約をしている。 

 

① については、73.1％の教員が取り組んでいると回答している。②については、40.5％の教員が取 

り組んでいると回答した。どちらの項目についても、昨年度末に実施した調査の数値よりは、上昇して

いる。教員のタブレット端末活用については、個人の教材提示に活用されることが多くなっている。 
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今後の方向性 

１ 効果的なタブレット端末の活用を推進する。 

「主体的、対話的で深い学びにつながる児童・生徒の意見の共有や集約に、タブレット端末が十分に活 

用されていない。」という課題を解決するために、効果的なタブレット端末の活用推進に取り組む。 

タブレット端末の機能を使うと、学級の児童・生徒の意見を共有したり、集約したりすることが容易

に行える。その結果対話が活性化され、深い学びにつながっていくと考える。 

 上記の図の「C 協働学習」の実践を授業の中で積極的に行う。 

〈積極的に取り組みたい学習活動〉 

 C1:発表や話し合い     

自分の考えをタブレット端末でまとめ、分かりやすく提示することで、話合いを活性化する。 

 C2：協働での意見整理 

  ICTを用いて児童・生徒の意見共有し、話合いを通じて思考を深めながら共同で意見整理を行う。 

 C3：協働制作 

   タブレット端末を活用し、グループで分担したり、協働で差誤用しながら制作する。 

２ 学習ドリルソフト、学習者用デジタル教科書の活用を推進する。 

 学習ドリルソフト、学習者用デジタル教科書のようなデジタル教材のメリットを生かし、従来の指導

方法の中に効果的に組み入れて、活用する。 

〈デジタル教材のメリット〉 

（１） 学習ドリルソフト 

学習履歴や学習に取り組んだ時間の記録が取得されるため、児童・生徒の不得意なところをつか 

み、指導に生かすことができる。児童・生徒が自立した学びを実現しやすい。 

（２） 学習者用デジタル教科書 

  音声の再生ができる。教科書の図や文字を拡大することができる。 
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Ⅲ 英語教育の推進 

１ 実態  「全国学力・学習状況調査」の結果（２０２１年度） 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語の授業の中で自分自身の考えや気持ちを伝え合う場面が少ない。 

○習得した知識及び技能を活用して、考えや気持ちを伝え合う体験を通して、主体的に外国語 

を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う言語活動中心の授業改善の推進及び 

授業以外で英語に慣れ親しむ体験活動や放課後学習の機会の設定と内容を充実させることが 

必要である。 

調査結果 
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11.1

9.7

10.1
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東京都

１、２年生のときに受けた英語の授業では，英

語で話したり書いたりして、自分自身の考えや

気持ちを伝え合うことができていましたか。 

【中学校】 

５年生までに受けた英語の授業では、英語

で自分自身の考えや気持ちを伝え合うこと

ができていましたか。 

【小学校】 

児童生徒質問紙 

英語の指導に当たって、前年度までに、英語 

で自分自身の考えや気持ちを伝え合う（対話 

的な）活動に取り組みましたか。 

【小学校】 

英語の指導に当たって、前年度までに、英語で話した

り書いたりして、生徒自身が互いの考えや気持ちを伝

え合う（対話的な）活動に取り組みましたか。 

【中学校】 

学校質問紙 

35.7
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53.5

16.7

6.2
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全国

東京都

※左から児童･生徒の回答内容「発表していた」「どちらかといえば発表していた」「どちらかといえば
発表していなかった」「発表していなかった」「考えを発表する機会はなかった」の順に並んでいる。 

※左から学校の回答内容 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わな

い」「そう思わない」の順に並んでいる。 
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55
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15

6.4

7.2

0

0.2

0.3
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全国

東京都
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今後の方向性 

えいごのまちだ推進委員会の設置 

町田市教育委員会研究指定校である南つくし野小学校が研究した成果を基に、小学校

の外国語科授業モデルを構築する。また、小学校外国語活動・外国語（英語）と中学校

の外国語（英語）の円滑な接続を図るための『中学校外国語（英語）導入期カリキュラ

ム』を推進するとともに、英語教育のより一層の充実を目指した授業の在り方について

協議する。また、デジタル版実践事例集を作成し、小・中学校における先進的な授業実

践を市内に広める。 

Machida English Promotion Staff（MEPS）の配置 

 小学校の教員がＡＬＴに頼らず、自信をもって担任単独型の授業ができるようになる

よう英語教育のエキスパートによる支援を行う。 

 

授業 

＜授業前＞ 

授業計画のアドバイス、

使用教材の作成など 

＜授業中＞ 

デモンストレーション、 

児童の個別支援など 

＜授業外＞ 

模擬授業の実施、 

校内研修の講師など 

体験 

スヌーピーミュージアム校外学習の実施 

外国語の時間に学んだ力を活用して、話したり、聞いたり、読んだりする活動を通して、 

英語に関する意欲を向上し、英語によるコミュニケーション力を高める。 

国際交流活動「イングリッシュ・フェスタ」の実施 

 ＡＬＴに対して、授業で慣れ親しんだ表現を実際に活用し、英語を話したり伝えたり

する楽しさや喜びを味わわせる。「使う英語」の楽しさを実感する活動を設定する。 

 

＜スヌーピーミュージアム＞ 

ミュージアム内の展示物を鑑賞しながらワー

クシートのクイズに答えていく。 

＜まちライブラリー＞ 

英語の説明を聞いて『Peanuts』のキャラクタ

ーを描く。 

＜異文化に触れる体験＞ 

ＡＬＴとのやり取りや体験を通して、外国文

化へ理解を深める。 

＜ミッション達成型リアル生活体験＞ 

ミッションを解決する活動を通して、英語で

のコミュニケ―ション力を高める。 

放課後 

放課後英語教室の実施 

英語を楽しく学びたい小学校２年生から５年生を対象に、学習指導要領に基づいた独

自のカリキュラムに沿って、聞くことと話すことだけでなく、初歩的な読み書きについ

て学ぶ場を設定する。 
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地域の方々による 

「ふるさと教育」 

  

○保護者や地域の方々、学生等の学校支援 

ボランティアを活用した授業づくり 

○多様な交流を通じて、実社会に裏打ちさ

れた幅広い知識や能力の習得 

 

茶道協会の方々による 

日本文化の学習 

地域連携担当教員を中心とした組織体

制を構築し、地域の力を活用した授業づく

りを推進する。 

 

 

《事業概要》児童・生徒の学力向上、学習習慣の定着のため、放課後における学習活動支援を充実させる。

放課後学習支援では、地域人材の有無など、地域の実情・支援に応じた様々な実施方法の検討を行う。 

１ 放課後学習の充実 

 

○学習ドリルソフトｎａｖｉｍａを使用した学習 

○学習ボランティアによる学習指導 

○基礎的な学習内容につまずきのある子どもたち一人一人の課

題に応じた指導 

２ 地域の力を活用した授業づくり 

 

小学校：まちとも    中学校：未来塾 

 

Ⅳ 研究指定校 

町田市教育委員会研究指定校については、町田市の教育課題を解決するために研究課題を設定し、学力

向上・健康教育・豊かな心の育成・その他の教育課題に関する内容について引き続き研究を推進する。 

町田市教育委員会研究指定校 

【２年間】 

学力向上に関する研究、外国語・外国語活動に関する研究、体育・

健康教育に関する研究、豊かな心を育むための研究、その他の教

育課題に関する研究などの課題を解決するために、研究主題を設

定し研究に取り組む。研究の成果として発表を行い、成果を還元

することで町田市の教育の質的向上に寄与することを目的とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年度 ２０２１年度 

・南つくし野小学校（２年次）:外国語科・外国語活動の指導 

・鶴川第二小学校 （２年次）:教科横断的にメタ認知を働かせる学び方の開発 

・小山ヶ丘小学校 （２年次）:道徳教育を土台とした豊かな心の育成 

・山 崎 中 学 校（２年次）:陰山メソッドを活用した学力向上の取組 

・小中一貫ゆくのき学園（２年次）:小中連携による学力向上の取組 

２０２１年度 ２０２２年度 
・小 山 小 学 校（２年次）：総合的な学習の時間・生活科の学習を通した豊かな心の育成 

・忠 生 中 学 校（２年次）：健やかな体の育成を目指した取組 

２０２２年度 ２０２３年度 

・南第一小学校（１年次）：キャリア教育に関する研究 

・大蔵小学校 （１年次）：豊かな心を育むための研究（多層指導モデル MIMを活用した研究） 

・忠生小学校 （１年次）：豊かな心を育むための研究（hyper-QUを活用した研究） 

・七国山小学校（１年次）：豊かな心を育むための研究（hyper-QUを活用した研究） 

 

Ⅴ 学校・家庭・地域と連携した取組 
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 「宿題や予習・復習に主体的に取り組めるように、家庭学習への意識啓発を図る実践」 

「家で本に親しむ時間の設定」 

 

３ 家庭学習の充実 

４ 生活習慣の定着・規範意識の醸成 

５ 読書活動の推進 

読書は使える言葉を増やし、言語の感覚を豊かにして考える力の育成につながる。学校での読書活

動について家庭に発信し、家庭でも町田市立図書館の利用を通して、本に親しみ、読書が身近になる

ように意識啓発を図り、読書習慣が身に付くようにする。 

○学校では、読書週間、本の読み聞かせ、朝読書の時間など本に親しむ時間の設定する。 

○家庭では、親子で本の読み聞かせをしたり、一緒に本を読む時間や場を設定したりするなど、読書

を身近に感じるようにする。 

例：親子で２０分間読書する。 

休日に一緒に図書館に出かける。 

 

 

 

「全国学力・学習状況調査」の結果から、「家で自分で

計画を立てて勉強している」という質問に対し、よく

してると回答している児童の正答率が、全くしていな

いと回答している児童と比べて１２．１ポイント高

く、家庭での学習習慣の確立は、学力の向上には有効であ

ると言える。学校の授業と家庭での宿題や予習・復習の取

組を効果的に結び付けることで、学習内容が一層定着す

る。家庭学習の習慣を身に付けるためには、子ども自身の

努力はもちろん、学校と家庭が互いの役割を理解し合うこ

とが大切である。与えられた課題をこなす学習から、子ど

もが自分で目標を決めて取り組む学習へと発展できるよ

う、学校と家庭が連携し、家庭学習への意識啓発を図るこ

とで、子どもが自分から取り組み、続けて取り組む学習習

慣の確立を目指す。 

○学校では、東京ベーシック・ドリル等を活用する。 

○家庭では、自分の興味・関心のある課題を調べてノート

にまとめるなど、調べ学習に取り組む。 

例：環境副読本の活用。 

  オリンピック・パラリンピック読本の活用。 

  防災ノートの活用。 

 

 令和３年度全国学力・学習状況調査結果（小学校） 

「規則正しい生活習慣を身に付ける取組の実践」 
 「全国学力・学習状況調査」の結果から、規則正しい生活習慣や規範意識を身に付けることは、学

習活動を支える基盤をつくり、学力向上にもつながってくる。計画的な時間の使い方を身に付けるこ

とや集団社会の一員として、よりよい人間関係を築こうとする態度を育て、規範意識を高めるように

します。 

○家庭では、早寝、早起き、朝ご飯を心がける。 

○家庭では、テレビを見る時間、ゲームで遊ぶ時間を決めて守る。 

○学校、家庭では、スマートフォン、あるいは携帯電話を持たせている場合、使う時間や使い方など、

ＳＮＳルールを作る。 

○学校では、様々な活動において子どもが役割や責任を果たしていく場を多く設定し、自分の力を発

揮して活躍できるようにしていく。 

例：テレビ・ゲームは１日○時間と使用時間を決める。 

  携帯電話やスマートフォンなどは、１日の利用時間と終了時間を決める。 

（％） 

（
平
均
正
答
率
） 

12.1ポイント 

（※正答率は、国語、数学の平均値） 


